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春
陽
会
を
評
す 

（『
萬
朝
報
』 

昭
和
七
年
五
月
二
日
～
五
日
） 

  

名
は
体
を
表
す 

主
と
し
て
傾
向
的
考
察 

 

小
松 

清 

巴
里
Ｎ
Ｒ
Ｆ
『
新
仏
蘭
西
評
論
』
社
同
人 

 
『
新
仏
蘭
西
評
論
』（La Nouvelle Revue Française

） 

一
九
〇
八
年
創
刊
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
雑
誌
。
二
度
の
世
界
大
戦

時
の
休
刊
を
経
て
今
に
続
く
。
初
期
は
同
人
誌
、
現
在
は
総
合
出

版
の
大
手
ガ
リ
マ
ー
ル
出
版
社
が
発
行
し
て
い
る
。
多
く
の
作
家

を
育
て
た
。N.R.F.

、NRF
、nrf

と
も
書
か
れ
る
。 

 

   

十
二
年
振
り
に
日
本
に
帰
つ
て
来
た
私
は
、
私
の
帯
び
る
仕
事
の
性
質
上
、
色
々
な

展
覧
会
に
接
し
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。 

 

私
の
仕
事
と
は
、
来
年
（
一
九
三
三
年
・
昭
和
八
年
）
、
巴
里
で
も
つ
て
欧
州
で
の
最

も
代
表
的
な
文
学
雑
誌
で
あ
る
『
新
仏
蘭
西
評
論
』（
Ｎ
Ｒ
Ｆ
）
の
主
催
に
か
か
は
る
現

代
日
本
美
術
展
の
予
選
と
準
備
で
あ
る
。 

 

大
体
来
年
度
の
出
品
は
、
美
術
院
の
同
人
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
内
定
し
て
ゐ

る
が
、
そ
の
為
に
私
が
、
他
の
展
覧
会
な
り
美
術
家
の
仕
事
に
無
関
心
に
な
る
理
由
は

少
し
も
な
い
の
で
あ
る
。 

×
 
 
 

×
 

 

私
と
し
て
は
、
院
展
の
同
人
達
が
、
来
年
の
日
本
展
の
後
も
引
続
い
て
巴
里
に
進
出

す
る
こ
と
を
欲
す
る
と
共
に
、
ま
た
他
の
如
何
な
る
画
壇
に
出
品
す
る
作
家
で
も
、
私

が
Ｎ
Ｒ
Ｆ
に
推
薦
出
来
る
人
々
の
作
品
は
、
真
に
生
命
を
持
つ
た
、
現
代
日
本
美
術
と

し
て
、
縦
令

た

と

え

そ
れ
が
日
本
画
で
あ
ら
う
と
も
、
洋
画
で
あ
ら
う
と
も
、
年と

し

ど
し
巴
里
に

紹
介
し
て
行
き
度
く
思
つ
て
ゐ
る
し
、
ま
た
や
つ
て
行
く
信
念
を
持
ち
合
は
し
て
ゐ
る
。 

×
 
 
 

×
 

 

去
年
の
二
科
及
び
帝
展
に
日
本
人
的
に
も
の
し
た
洋
画
を
完
全
に
見
出
し
得
な
か
つ

た
私
は
、
独
立
展
に
中
山
巍

た
か
し

君
一
人
を
見
出
し
た
が
、
今
回
の
春
陽
会
に
も
、
意
味
あ

る
掘
出
し
も
の
を
す
る
希ね

が

ひ
を
密
に
抱
い
て
出
か
け
た
の
で
あ
る
。 

×
 
 
 

×
 

 

こ
の
春
陽
会
で
、
私
は
何
を
発
見
し
た
か
？ 

如
何
な
る
潮
流
の

滑
（
か
つ
）

に

ぶ
つ
か
つ
た

・

・

・

・

・

か
？ 

 

そ
こ
に
同
潮
流
は
な
く
、
春
陽
会
の
名
の
示
す
が
如
く
、
お
だ
や
か
な
春
の
沼
に
漂

ふ
陽
炎
の
影
で
あ
つ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
沼
澤

ぬ
ま
さ
わ

の
生
温
か
い
停
滞
し
た
水
を
蹴
つ
て
、

前
途
に
棹さ

お

さ
す
勇
ま
し
い
船
人
の
姿
が
、
無
い
で
は
な
か
つ
た
。 

×
 
 
 

×
 

 

今
年
の
春
陽
会
の
諸
傾
向
を
、
先
づ
大
体
、
左
の
通
り
に
分
類
し
得
る
と
、
私
は
思

ふ
。
こ
れ
を
便
宜
上
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
よ
つ
て
列
挙
し
て
み
や
う
。 

○ 
 
 

○ 
 
 

○ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E8%8A%B8%E9%9B%91%E8%AA%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8C%E4%BA%BA%E8%AA%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%AA%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%87%BA%E7%89%88%E7%A4%BE
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（
Ａ
） 

団
体
一
般
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
云
ふ
よ
り
は
、
趣
味
的
傾
向
と
し
て
社
会
民

主
主
義
的
、
印
象
派
と
呼
ぶ
こ
と
の
出
来
る
傾
向
の
も
の
が
あ
る
。 

 

私
の
用
ひ
る
社
会
民
主
主
義
と
云
ふ
言
葉
は
、
勿
論
政
治
的
意
味
を
含
む
も
の
で
は

な
く
て
、
歴
史
的
象
徴
と
し
て
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
正
統
社
会
主
義
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
に
変
形
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
前
者
の
歴
史
的
使
命
を
失
つ
た
様
に
、
印
象
派
の
現
代
的
延
長
が
何
等
将
来
性
を

持
た
ぬ
こ
と
を
云
は
う
と
し
て
ゐ
る
。 

 
  

こ
の
傾
向
に
属
す
る
人
々
は
、
場
内
大
多
数
を
占
め
、
主
と
し
て
十
九
世
紀
末
フ

ラ
ン
ス
絵
画
の
伝
統
精
神
に
導
か
れ
、
就
中

な
か
ん
づ
く

現
代
印
象
派
の
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
、
ボ
ナ

ー
ル
、
カ
モ
ア
ン
、
マ
ル
ケ
等
の
影
響
が
大
き
い
。
シ
ス
レ
ー
、
印
象
派
時
代
の
ピ

サ
ロ
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
追
従
も
あ
る
が
、
ま
た
ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク
風
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
一

層
白
つ
ぽ
く
泥
々
し
く
し
た
の
も
少
な
く
な
い
。 

 

ま
た
直
接
、
間
接
、
滞
欧
時
代
の
○
氏
の
作
品
の
影
響
も
可
成
り
働
い
て
ゐ
る
と

思
ふ
。 

○ 
 
 

○ 
 
 

○ 

（
Ｂ
） 

印
象
派
よ
り
他
の
絵
画
様
式
に
移
ら
ん
と
す
る
過
程
探
索
期
に
あ
つ
て
、
必

然
こ
の
状
態
が
醸
す
デ
ィ
レ
ン
マ
に
苦
し
み
戦
つ
て
ゐ
る
人
々
。 

 

こ
の
傾
向
に
あ
る
人
は
、
ご
く
小
数
で
は
あ
る
が
、
春
陽
会
で
は
注
目
し
て
そ
の
将

来
を
嘱

し
ょ
く

し
得
る
人
達
で
な
か
ら
う
か
。 

 

在
仏
中
の
青
山
義
雄
氏
、
会
員
の
中
川
一
政
氏
が
こ
の
傾
向
を
代
表
す
る
。 

○ 
 
 

○ 
 
 

○ 

（
Ｃ
） 

印
象
派
の
洗
礼
を
受
け
つ
つ
も
、
無
意
識
的
に
印
象
派
感
情
の
世
界
よ
り
脱

出
せ
ん
と
も
が
い
て
ゐ
る
新
人
が
あ
る
。 

 

恐
ら
く
、
こ
の
人
達
は
彼
等
の
仕
事
の
推
移
を
よ
く
意
識
し
な
い
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、

壁
を
つ
き
破
ら
う
と
す
る
あ
る
努
力
の
跡
が
現
は
れ
る
。 

 

《
塩
津
風
景
》
の
木
下
公
男
氏
、《
崖
》
の
村
上
誠
氏
が
そ
れ
で
あ
る
。 

（『
萬
朝
報
』 

昭
和
七
年
五
月
二
日
） 
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審
美
の
世
界 

主
と
し
て
傾
向
的
考
察 

 

小
松 

清 

巴
里
Ｎ
Ｒ
Ｆ
『
新
仏
蘭
西
評
論
』
社
同
人 

 

 

（
Ｄ
） 

純
然
フ
ラ
ン
ス
画
壇
の
直
接
的
、
若
し
く
は
模
写
の
傾
向
。 

 

こ
れ
は
芸
術
的
価
値
批
判
の
対
象
の
圏
外
に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
森
商
二
、

水
谷
清
の
諸
氏
が
、
此
分
類
に
属
す
る
。 

×
 
 
 

×
 

（
Ｅ
） 

構
図
的
作
画
の
傾
向
を
持
つ
て
古
典
派
へ
の
意
図
を
標
榜
す
る
も
の
。 

 

こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
画
面
的
構
成
の
原
理
を
無
視
し
て
ゐ
る
た
め
に
平
凡
な
装
飾
的

効
果
し
か
あ
げ
て
い
な
い
。 

 

小
林
和
作

・

・

・

・

氏
、
小
山
敬
三

・

・

・

・

氏
等
が
、
こ
の
苦
々
し
い
失
敗
の
経
験
者
で
あ
る
。
小
林

氏
の
構
図
と
同
じ
く
、
氏
の
出
品
し
て
ゐ
る
印
象
派
傾
向
の
作
品
と
の
関
係
は
、
こ
の

失
敗
の
原
因
を
証
拠
だ
て
る
。 

×
 
 
 

×
 

（
Ｆ
） 

印
象
派
の
歴
史
的
教
訓
を
受
く
る
べ
く
、
あ
ま
り
に
怠
惰
で
あ
つ
た
と
云
ふ

か
、
傲
慢
で
あ
つ
た
と
云
ふ
か
、
兎
に
角
印
象
派
以
前
の
陳
腐
な
写
実
主
義
に
、
未
だ

低
徊
し
て
ゐ
る
明
治
型
洋
画
の
残
党
倉
田
白
羊
氏
、
洋
画
に
於
け
る
森
田
恒
友
氏
等
が
、

こ
れ
を
代
表
す
る
。 

 

幸
ひ
に
も
、
こ
の
類
型
は
、
こ
の
例
外
的
存
在
を
除
い
て
は
、
流
石

さ

す

が

僅
少

き
ん
し
ょ
う

で
あ
る
。 

×
 
 
 

×
 

（
Ｇ
） 

洋
画
的
欧
州
的
感
覚
の
支
配
を
離
脱
し
て
、
純
然
た
る
東
洋
的
感
学
性

か
ん
が
く
せ
い

に
棹

さ
し
て
、
伝
統
の
呼
吸
に
生
き
、
心
境
の
完
成
に
努
力
し
、
し
か
も
古
画
の
模
倣
の
観

を
抱
か
し
め
ざ
る
作
家
に
小
杉
未
醒

・

・

・

・

氏
（
放
庵
）
が
あ
る
。 

 

小
杉
氏
の
存
在
は
、
単
に
春
陽
会
の
誇
り
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
吾
が
画
壇
の
珠

玉
的
存
在
で
あ
る
。《
雲
仙
》《
呉
牛
》
等
の
大
作
は
、
技
巧
的
、
作
画
的
才
能
を
證
拠

だ
て
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
筆
者
は
寧
ろ
小
品
に
殆
ど
完
成
さ
れ
た
氏
の
画
境
を
見
る
。

例
へ
ば
《
落
雁
》《
暮
雲
》
の
如
き
、
無
限
と
人
間
と
の
調
和
を
奏
で
に
微
妙
な
幻
想
楽

に
、
不
思
議
に
澄
み
切
つ
た
魅
惑
を
感
ぜ
し
め
る
。 

 

詩
趣
横
溢
、
し
か
も
韻
律
は
節
度
を
矜
持

き
ょ
う
じ

し
て
乱
れ
ず
、
文
人
画
の
往
々
に
し
て
堕だ

す
る
感
傷
的
放
埒

ほ
う
ら
つ

に
陥

お
ち
い

ら
ず
、
主
観
的
リ
ズ
ム
の
統
制
に
硬
直
に
流
れ
ず
、
実
に
憎
ら

し
き
程
の
洗
練
さ
れ
た
主
客
融
和
の
墳ふ

ん

を
啓
示
し
て
ゐ
る
。 

×
 
 
 

×
 

 

私
は
思
ふ
。
日
本
の
芸
術
は
、
日
本
の
自
然
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
日
本
人
の
審
美

的
心
理
の
世
界
に
あ
る
と―

―

。 

 
自
然
は
発
見
で
な
い
。
人
間
に
よ
つ
て
こ
そ
創
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

コ
ロ
ー
の
風
景
は
コ
ロ
ー
以
前
に
存
在
し
な
か
つ
た
様
に
、
日
本
の
自
然
は
伝
統
の

力
に
よ
つ
て
生
れ

培
つ
ち
か
わ

れ
た
。 

 

吾
々
は
日
本
の
自
然
を
見
る
時
、
ま
ず
吾
々
の
心
的
幻
像
の
ア
プ
リ
オ
リ
（
経
験
に
先
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立
つ
先
天
性
）
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。 

×
 
 
 

×
 

 

傾
向
の
諸
相
を
概
括
的
に
述
べ
た
が
、
次
に
私
が
こ
こ
に
挙
げ
る
作
家
に
就
い
て
の

短
評
を
加
へ
て
こ
の
稿
を
終
り
度
い
。 

×
 
 
 

×
 

 

安
宅
虎
雄

・

・

・

・

氏
は
、
画
家
と
し
て
の
視
象
統
一
を
欠
い
て
ゐ
る
。 

 

裸
体
を
前
に
す
る
時
は
マ
チ
ス
流
だ
が
、
自
然
を
描
く
時
に
は
、
凡
々
た
る
印
象
派

に
逆
転
す
る
の
は
如
何
？ 

こ
の
種
の
作
家
は
甚
だ
多
い
。 

 

そ
の
適
例
を
山
崎
省
三

・

・

・

・

氏
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
筆
者
が
先
述
し
た
Ａ
ク
ラ
ス

の
人
々
か
、
人
物
、
殊
に
肖
像
を
描
く
と
、
こ
の
欠
陥
を
遺
憾
な
く
暴
露
す
る
。
肖
像

を
風
景
と
同
じ
く
見
や
う
と
す
る
所
に
、
既
に
印
象
派
の
決
定
的
な
弱
点
が
あ
る
。 

 

自
ら
の
弱
点
を
意
識
し
て
か
春
陽
会
の
出
品
者
に
は
、
本
格
的
な
肖
像
画
が
少
な
い
。

思
想
す
る
形
、
感
動
す
る
色
彩
の
中
に
内
部
的
人
間
を
探
索
し
や
う
と
す
る
企
て
が
殆

ん
ど
な
い
。
到
る
処
に
ジ
ョ
ル
ジ
・
サ
ン
ド
の
自
然
的
情
詩
が
散
歩
し
て
ゐ
る
の
み
だ
。

同
じ
田
園
趣
味
で
も
、
せ
め
て
ツ
ル
ケ
ネ
フ
あ
た
り
の
主
観
を
も
つ
た
も
の
だ
つ
た
ら
、

好
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
行
き
方
の
作
家
さ
へ
も
少
な
い
。 

 

Ｂ
ク
ラ
ス
の
青
山
義
雄

・

・

・

・

氏
は
、
氏
の
通
つ
た
画
家
的
経
路
か
ら
し
て
も
充
分
注
目
さ

れ
る
作
家
で
あ
る
。 

 

印
象
派
、
古
典
派
、
浪
漫
派
、
野
獣
派
、
リ
リ
シ
ズ
ム
、
更
に
現
代
印
象
派
（
ボ
ナ
ー

ル
）
の
影
響
を
点
々
と
し
て
通
過
し
て
来
た
点
で
は
、
流
行
萬
歳
の
日
本
洋
画
壇
の
こ

の
縮
図
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
が
、
た
だ
氏
に
於
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
影
響
を
一

貫
し
た
何
者
か
の
把
持
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 

 

こ
の
点
に
立
脚
し
て
、
筆
者
は
、
氏
の
歸
來
の
作
品
を
待
つ
。 

（『
萬
朝
報
』 

昭
和
七
年
五
月
三
日
） 
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三
氏
の
作
品 

主
と
し
て
傾
向
的
考
察 

 

小
松 

清 

巴
里
Ｎ
Ｒ
Ｆ
『
新
仏
蘭
西
評
論
』
社
同
人 

 

  

一
言
に
し
て
言
へ
ば
、
如
何
に
し
て
（
青
山
義
雄
）
氏
が
印
象
派
的
世
界
観
か
ら
、
氏

本
来
の
幻
想
的
浪
漫
主
義
に
到
達
し
得
る
か
の
問
題
で
あ
る
。 

 

印
象
派
的
画
法
が
、
氏
の
一
つ
の
有
益
な
る
経
験
と
し
て
の
技
巧
的
意
義
と
し
て
止

ま
る
か
、
そ
れ
と
も
ボ
ナ
ー
ル
的
印
象
派
の
優
雅
な
る
耽
美
傾
向
の
魅
惑
の
因
と
な
る

か
が
吾
々
に
は
興
味
あ
る
。
青
山
氏
に
は
危
欋

き

ぐ

に
充
ち
た
問
題
で
あ
ら
う
。 

 

し
か
も
青
山
氏
は
他
人
の
技
巧
的
魅
惑
に
少
な
か
ら
ず
感
動
し
易や

す

い
作
家
で
あ
る
故
、

氏
と
し
て
は
、
こ
の
点
に
充
分
の
警
戒
を
払
ふ
べ
き
で
あ
る
。 

×
 
 
 

×
 

 

中
川
一
政

・

・

・

・

氏
も
異
な
つ
た
形
式
で
は
あ
る
が
、
青
山
氏
と
同
じ
ク
リ
チ
カ
ル
モ
ー
メ

ン
ト
に
あ
る
。
各
自
、
一
見
す
れ
ば
、
落
着
い
た
絵
を
描
い
て
ゐ
る
様
だ
が
、
内
面
的

に
は
局
面
打
開
の
努
力
な
り
苦
悩
が
、
あ
り
あ
り
と
見
え
る
。 

 

中
川
氏
も
印
象
派
的
追
憶
と
惰
力
に
取
憑
か
れ
て
、
折
角
長
年
来
企
画
し
て
ゐ
る
新

興
東
洋
画
の
理
想
境
に
這
入
る
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ず
困
難
し
て
ゐ
る
。 

 

氏
の
観
念
的
、
ま
た
技
術
的
な
難
境
を
こ
こ
に
一
々
分
析
説
論
す
る
紙
数
を
持
た
な

い
が
、
そ
れ
は
可
成
パ
ッ
シ
ョ
ネ
イ
ト
な
問
題
を
附
随
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
は
、
た
だ
氏
の
水
墨
画
の
色
彩
的
翻
訳
で
あ
つ
て
、
し
か
も
、
そ
の
色
彩
的

表
現
に
印
象
派
的
視
覚
を
、
猶な

お

余
分
に
持
つ
こ
と
に
於
い
て
、
氏
の
デ
イ
レ
ン
マ
の
主

因
を
作
つ
て
ゐ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
の
中
川
氏
に
と
つ
て
は
、
色
彩
的
要
素
を
墨
画
的
感
情
の
優
越
性
の
下
に

お
い
て
、
補
助
的
役
目
を
な
さ
し
む
る
か
、
で
な
け
れ
ば
デ
ュ
フ
ュ
イ
の
歩
ん
だ
路み

ち

を

踏
襲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ら
う
。 

 

筆
者
は
、
勿
論
氏
が
前
者
的
行
程
に
努
力
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
信
ず
る
し
、
ま
た
そ

う
信
じ
度
い
。 

×
 
 
 

×
 

 

Ｅ
ク
ラ
ス
の
範
疇
に
属
す
る
、
前
記
し
た
作
家
以
外
に
、
大
澤
鉦
一
郎
、
若
山
為
三

氏
の
構
図
が
あ
る
が
、
格
段
取
立
て
て
云
ふ
べ
き
作
品
で
は
な
い
。 

 

足
立
源
一
郎
氏
の
作
品
な
ど
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
最
低
に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

『
週
刊
朝
日
』
な
り
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
の
表
紙
に
格
好
の
も
の
で
あ
ら
う
。
氏
は
日

本
ア
ル
プ
ス
を
安
芝
居
の
背
景
に
変
形
す
る
。
帝
都
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
イ
ズ
ム
の
安
価
な

幸
福
さ
は
、
山
嶽
の
脅
威
も
神
秘
を
も
（
私
は
敢
へ
て
セ
ガ
ン
チ
ニ
を
説
く
の
で
は
な

い
が
）、
シ
ー
ク
な
ス
キ
ー
・
モ
ー
ド
に
一
蹴
し
た
あ
の
俗
悪
な
作
品
を
通
じ
て
、
筆
者

は
、
単
に
足
立
氏
の
安
価
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
全
体
が
普

遍
的
に
持
つ
、
醜
悪
と
傲
慢
に
臭
々
た
る
排
他
的
幸
福
主
義
の
姿
を
見
出
す
の
で
あ
る
。 

 

之
に
加
え
て
、
作
者
の
絵
画
的
才
能
及
び
良
心
は
、
僅
か
一
イ
ン
チ
四
方
の
画
面
に

も
感
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
。 
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×
 
 
 

×
 

 
Ｅ
ク
ラ
ス
の
白
羊
氏
は
問
題
外
で
あ
る
が
、
森
田
恒
友
氏
の
洋
画
は
、
何
故
氏
の
素

描
ス
ケ
ッ
チ
に
比
し
て
拙
劣
な
の
か
？ 

 

南
画
の
作
品
で
は
（
別
段
今
更
感
心
す
べ
き
程
の
独
自
な
感
情
で
は
な
い
が
）、
兎
に

角
、
何
処
か
小
川
芋
銭
氏
を
想
わ
す
上
品
に
し
て
、
し
か
も
野
趣
を
欠
か
さ
な
い
詩
人

的
心
境
を
見
せ
る
氏
が
何
故
、
洋
画
で
は
自
然
に
詩
を
求
め
て
、
反か

え

つ
て
死
を
自
然
に

与
へ
る
こ
と
と
も
な
る
の
だ
ら
う
か
？ 

 

こ
れ
は
、
氏
へ
の
宿
題
と
し
て
残
す
に
止
ま
り
、
筆
者
は
今
後
の
作
品
に
氏
の
回
答

を
待
た
う
。 

 

小
杉
未
醒

・

・

・

・

氏
に
就
い
て
は
、
思
ふ
と
こ
ろ
を
前
述
し
た
故
、
こ
こ
に
反
復
し
ま
な
い
。 

（『
萬
朝
報
』 

昭
和
七
年
五
月
四
日
） 
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